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１. はじめに

　本事例集は、平成３０年度と令和元年度に新発田市内全１０中学校が実施した特色ある防災教育事業

の概要をまとめたものです。

　新発田市が目指す教育の基本目標である「子どもが輝く新発田市の教育」の実現に向けて、まちづくり・

人づくりの基本理念である「道学共創」の精神も念頭に、生徒に地域課題を自己課題として捉えること

を促し、「災害から生き抜く力」「救われる人から救う人への実現」「未来を切り拓く力」「郷土愛」を育

むことを目的に実施しました。

　冊子には以下の資料が掲載されています。

　　○事業の目指す姿

　　○実践事例

　　○自校化プラン

　　○年間活動計画

　各学校においては、この資料集を参考にしながら、自校の活動計画を見直し、学校の特性に応じた防

災教育カリキュラムを充実・定着・継続することが求められます。今後も、防災教育を推進することで、

未来を担う新発田の子どもたちを育むことを期待いたします。

令和２年３月　新発田市教育委員会　

〈実施校〉

【平成 30 年度】 【令和元年度】

学校名 学年・人数
（児童・引率） 実施日 学校名 学年・人数

（児童・引率） 実施日

本丸中学校 全校 467 人 5 月 17 日 東中学校① 全校 192 人 6 月 7 日

第一中学校 全校 383 人 9 月 19 日 東中学校② 全校 192 人 11 月 15 日

加治川中学校 全校 129 人 9 月 26 日 川東中学校 全校 95 人 10 月 30 日

佐々木中学校 全校 67 人 10 月 26 日 猿橋中学校 全校 592 人 11 月 8 日

七葉中学校 全校 141 人 11 月 5 日 紫雲寺中学校 全校 192 人 11 月 13 日

豊浦中学校 全校 131 人 11 月 22 日
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３.  学校別実践事例・
　  自校化プラン・
　  年間活動計画



4



5

＜新発田市立本丸中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

１ 学校 ： 立地特性は、比較的安全である。 
２ 生徒 ： 生徒数は約 500 名。
３ 地域 ： 近傍に２つの小学校がある。災害時には避難所となる。

保護者・地域・
教職員等の願
い

　災害時、以下の事項が学校に期待される。
１ 生徒の安全確保が最優先
２ 生徒に対する防災教育
３ 避難所としての円滑な運営

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

　災害時に、以下の行動がとれる。
１ 発災時、最小限の自己の安全を確保できる 
２ 規律ある集団行動による避難ができる

補助交付期間
に実施した主
な取組

１ 防災講座の実施　： ５月１７日、１時間実施（NPO 法人ふるさと未来創造堂
　　　　　　　　　　 を招聘）
２ 第１回避難訓練　 ： ５月１７日、火災発生を想定
３ 第２回避難訓練　 ： １２月３日、地震発生を想定、緊急地震速報に連携した
　　　　　　　　　　 安全確保行動と避難行動

自校プランの
内容

１ 外部講師による「防災教育」の実施 
２ 年間２回の避難訓練の実施
３ 新潟県防災教育プログラムの実施 

自校プランを
継続するため
の方策

１ 新潟県防災教育プログラムを教育計画に反映できるかを検討し、可能なもの
　 から計画的に実施
２ 外部講師を開拓するとともに、招聘するための予算を確保
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（１）事業名 防災講座の受講

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

１ 火災発生時の行動について、話し合い活動を通じて学んだ。
２ 生徒は講師の教育に関心をもって臨んだ。
３ 話し合い活動も積極的に取り組むことができた。

成果と今後の
課題

１ 成果　　　：話し合い活動を通じて、火災発生時のとるべき行動を理解するこ
　　　　　　　 とができて、非常に成果があった。
２ 今後の課題：継続的に部外講師を招聘できる予算の確保

実践の様子

実践報告書

講師による火災の教育

ポ－タブルアンプを使用して発表

話し合い活動

話し合い活動の発表
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＜新発田市立第一中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

　当校の学区の大部分は、蒲原平野の沖積層上にある。沖積層上にある住宅地、
道路などは、地震の際地盤沈下や地下水の噴出などの二次災害が予想される。そ
のため、国道 7 号線をはじめ、県道、市道などが寸断され、ライフラインも壊滅
状態になる恐れがある
　学校の北東部に位置する加治川が集中豪雨で決壊し溢水し、東新町及び豊町の
浸水等の被害が発生する恐れがある。

保護者・地域・
教職員等の願
い

　学区は市内中心部に近い場所に位置している。保護者世帯では共働きで日中は
不在にしている家庭も多い。
　地域内には高齢者も多く、そのため日中の学区内には災害時、要支援者も多く、
災害発生時の状況によっては中学生にも率先して避難時の要支援者のサポートな
どを行う活躍が期待される。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・災害等が発生した場合、自身や周りの安全に配慮しながら的確な避難行動がで
　きる生徒 

補助交付期間
に実施した主
な取組

・１０月に外部講師を招いて、大雨、洪水についての防災教育講演会を実施
・６月と１２月に避難訓練実施後、下記の内容で防災についての授業を実施
　１年生（　 6 月）屋内（学校、自宅等）で地震が起きたときの対処法
　１年生（１２月）雪の災害、降雪時に地震が起きたときの対処法
　２年生（　 6 月）降雨時、カミナリ、大雨の対処法
　２年生（１２月）土砂災害の種類の発生を予想と対処法
　３年生（　 6 月）地震直後の津波に対する対処法
　３年生（１２月）災害時の情報の集め方、連絡の仕方

自校プランの
内容

・外部講師を招いての「防災教育」の実施
・年間２回の避難訓練の実施
・自校の防災教育プログラムの実施
・地域の防災訓練への積極的な参加促進 

自校プランを
継続するため
の方策

・新潟県防災教育プログラムを参考にして、防災教育の自校化に取り組み、総合
　的な時間、特別活動、原子力災害の分野では一部理科の教科とも連携し、教育
　活動全体において防災教育の内容を体系的に位置づけていく
・避難訓練後、防災授業を防災計画や年間行事予定に位置づける。
・地域コーディネーターと連携し、外部講師や自治会長等と連携を密にして、防
　災教育に参加、助言をいただく
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２
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３
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第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

　 災 害 時 に 校 舎 か ら 避 難 す る 、 避 難 経 路 の 確 認

　 防 災 講 演 会　 大 雨 、 洪 水 か ら 安 全 に 避 難 す る

　 地 震 を 想 定 し た 第 １ 回 避 難 訓 練

　 火 災 を 想 定 し た 第 ２ 回 避 難 訓 練

　 第 ２ 回 防 災 学 習　 各 学 年 ご と に 、 個 別 の 災 害 の 対 応 の 仕 方 に つ い て

　 第 １ 回 防 災 学 習　 各 学 年 ご と に 、 個 別 の 災 害 の 対 応 の 仕 方 に つ い て
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（１）事業名 防災講演会　大雨、洪水から安全に避難する

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

　防災の外部講師を招いて身近な地域の水害の危険性について話を聞き、過去の
新潟県の水害災害を知るとともに、災害を身近な事としてとらえることが出来た。
　その後の講師による「災害時に取るべき行動について学ぶ」では、災害時の事
例をもとに、具体的な取るべき行動について、いくつかの選択肢を提示して考え
させた、生徒は各学級の小グループごとに集まって、実際の水害災害に出会った
ときに、どうしたら安全に身を守れるかを話し合った。
　班ごとに、意見を出し合い、その結果を受けて講師の防災アドバイザーから具
体的な事例を挙げながら災害時の安全な避難について学ぶことが出来た。

成果と今後の
課題

　普段はあまり気にかけない近くの河川も、実は災害防災マップで大雨の時は危
険な場所であるという事に気付くことが出来た。
また、具体的な避難時の課題を考えさせることにより、お互いが協力し助け合い
支え合うことの大切さにも気付いた有意義な講演会だった。

実践の様子

実践報告書

県内の水害事例

班ごとに話し合い

水害の想定で浸水した場合の行動を考える
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＜新発田市立加治川中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

・加治川地域は紫雲寺潟を干拓してできた平場の新田地帯と、縄文時代から古い
　歴史をもつ山手地帯に分けられている。紫雲寺潟は５・６月頃の降雨期になる
　と加治川・今泉川の氾濫、胎内川の逆流により大洪水を引き起こし、農作物に
　大きな被害を与えてきた。ハザードマップによれば、豪雨時（時間雨量 70mm
　程度）外水浸水想定では 2.0 ｍ～ 5.0 ｍの地区もあり、外水氾濫や土砂災害によ
　る被害が想定される。

保護者・地域・
教職員等の願
い

・災害等が発生した場合、安全に配慮しながら適切に行動してほしい。
・避難時には、地域の防災に主体的に協力・貢献してほしい。
・加治川氾濫から５０年過ぎ、当時の状況を語り継ぎ、緊急時に備えていかなく
　てはならない。避難場所に不安を抱いている地域の方もいる。
・日常の備えや的確な判断のもと主体的に行動するとともに、地域の防災活動や
　災害時の助け合いの大切さを理解し、進んで活動できる生徒を育成する。

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・自分の命は自分で守るという姿勢を身に付けており、災害時には危険を自ら察
　知し、率先して安全を確保するために行動ができる。
・自然災害の発生メカニズムをはじめとして、地域の自然環境、災害と防災につ
　いての基本的事項が理解できる。
・人間としての在り方・生き方を考え、生命尊重の心をもち、人々や集団、地域
　の安心・安全に対して、進んで役立つことができる。

補助交付期間
に実施した主
な取組

・避難訓練（地震を想定した訓練）
・防災教室（地震時の避難所における中学生の役割を考える）
・新潟県防災教育プログラム（１年：洪水・地震・土砂災害　２年：津波・地震・
　雪災害　３年：地震・原子力災害）
・防災教室（ハザードマップや「あの日から５０年～羽越水害の記録～」を資料
　もとに水害時を想定した避難を考える。

自校プランの
内容

・外部講師を招いての「防災教育」の実施
・年間２回の避難訓練
・新潟県防災プログラムの実施
・学区のハザードマップを活用し、避難をテーマにした学習

自校プランを
継続するため
の方策

・避難訓練や防災教室を防災計画や年間行事計画に位置付ける。
・外部講師や防災関係機関との連携を密にし、参加・助言をいただく。
・新潟県防災教育プログラムを教育計画「防災教育」に位置付け、計画的に実施
　する。 
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と
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会

　 第 １ 回　 避 難 訓 練

　 第 ２ 回　 避 難 訓 練

　 防 災 教 育 講 演 会　 地 震
　 応 急 手 当

　 救 急 救 命 講 習 会
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（１）事業名
加治川中学校防災教育プラン
①避難訓練（地震）・避難所でできること　　②水害から身を守る　

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

・学校における避難訓練に対し、生徒は真剣に取り組み、避難時の注意すべき点
　についての理解も十分できている。しかし、誰かの指示を待ち、指示に従って
　避難している訓練では、校外での被災時に的確に判断し行動できるかは分から
　ない。中越防災安全機構職員からの講話は、中越地震や熊本地震の事例を基に、
　避難所での生活に焦点をあて、映像により実感を伴った講話であった。避難所
　での生活、そこでの注意すべき点、中学生でもできることなどについて具体的
　に考えた。
・地域の一級河川加治川の氾濫による羽越水害から５０年が過ぎ、水害や土砂崩
　れへの意識は薄れている。ましてや、中学生は水害の怖さを理解する機会がな
　かった。この度、新発田市振興局地域整備部計画調整課から資料「あの日から
　５０年～羽越水害の記録～」及び新発田市ハザードマップを提供してもらい、
　実際に起こるであろう水害について知り、実際にどう避難するのかについて考
　える機会となった。

成果と今後の
課題

○実際の場面を想定した生きた知識となり、防災意識を高め、災害への心構えを
　心に刻んだ。
○災害時には自分でできることは自分でやり（自助）、一人で避難できない人に
　は地域で助け合う（共助）が必要であることを学んだ。
▲どんな状況においても「自分の身は自分で守る」ため、的確に判断し行動でき
　るための知識と心構えを身に付けさせたい。

実践の様子

実践報告書

上段：避難訓練の様子　　　下段：防災教育講演会の様子
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＜新発田市立佐々木中学校＞
　

ふるさと新潟防災教育　自校化プラン

学 校・ 児 童 生
徒・ 地 域 等 の
実態
※地域の優先
ハザード

　現在の中学３年生が１歳当時の 2004 年に中越地震が発生した。そのため、在
籍する中学生には身近なところで大きな自然災害の被害を受けた実体験がない。
東日本大震災からも７年以上を経過し、自然災害の怖さが他人事になっている。
　他方、地域住民には、羽越水害（昭和 42 年）や新潟県北部地震（平成 7 年）
で自然災害の怖さを実体験した方も多い。学区には海抜ゼロメートルの地域もあ
り、住民の防災への意識は高い。地域の自主防災会の取組も活発である。今後は、
中生も、自然災害への当事者意識をもつとだけでなく、自主防災会の大切な一員
としての役割が大きく期待されている。

保護者・地域・
教職員等の願
い

〇身近なところで災害が発生した時に、自分の命を自分で守ることができるたく
　ましさを身に付けてほしい
〇身の回りで困っている人や遠方の被災者の心情に心を配ることができ、当事者
　意識をもって進んで手助けできる優しさや思いやりの心をもってほしい
〇社会性（コミュニケーション力）や対応力を高め、地域に貢献できる力を身に
　付けてほしい。
〇小さな仲間意識ではなく、広い視野と積極的な行動力を培ってほしい

防災教育にお
いて目指す児
童生徒像

・自分の命を自分で守る力を身に付けていく生徒
・被災地での現実を他人事とせず、自分事として想像できる生徒
・常に次に何をすべきかを考えられる判断力・思考力を身に付けた生徒
・積極的に社会や周囲とかかわろうとできる社会性を身に付けた生徒

補助交付期間
に実施した主
な取組

a 新発田南高生による佐々木地域海抜調査の発表会（平成 30 年 2 月、31 年２月）
b 地域住民・自主防災会と共に避難所運営ワークショップ（平成３０年７月）
c 防災講演会（被災地ボランテイアの体験等）（平成３０年１０月、１１月）
d 中越地震被災地（長岡、小千谷等）への現地学習（平成３０年１０月）
e 現地学習後の全校生徒による「防災学習」の振り返り（平成３０年１０月）
f 起震車体験（平成３０年１１月） 

自校プランの
内容

・防災講演会の開催（今後、定期的に）
・学区小学校や保育園と連携した避難訓練の実施や安全マップづくり
・地震や水害を想定した地域ハザードマップを使っての避難訓練

自校プランを
継続するため
の方策

　PTAや同窓会とも連携し、「防災」「減災」「ボランテイア」「自治」といっ
た視点からの講話を開催し、生徒が防災意識を維持するように努める。
　佐々木地区自主防災会と学校とが連携して防災学習を継続・実践し、生徒の学
習がより深まるように、防災学習を教育課程に組み入れていく。
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　 防 災 現 地 学 習　 三 条 ・ 長 岡 ・ 小 千 谷 の 被 災 地 で 学 ぶ

　　 地 域 防 災 拠 点 の 長 岡 宮 内 中 学 校 の 防 災 施 設 見 学

　 講 演 会 ② （ 同 窓 会 主 催 ）　

　　 消 防 隊 員 と し て 、 被 災 地 で 見 た こ と 、 感 じ た こ と

　 避 難 訓 練 ①　 火 災 想 定

　 避 難 所 運 営 （ Ｈ Ｕ Ｇ 体 験 ） を 学 ぶ

　 講 演 会 ①　 被 災 地 ボ ラ ン テ ィ ア に 聴 く

　 全 校 生 徒 で 考 え る 「 災 害 時 に 必 要 な 人 、 物 、 事 」

　 避 難 訓 練 ②　 起 震 車 体 験

　 佐 々 木 地 域 の 海 抜 調 査 に 取 り 組 む 高 校 生 に 学 ぶ
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（１）事業名 新発田市立佐々木中学校

（２）実践報告

実践内容及び
児童生徒の様
子

　「防災学習の一環として中越地震や新潟・福島豪雨の被災地に学ぶ」ために、
１０月下旬に、長岡、小千谷、三条を訪問した。１年生は三条へ、２年生は小千谷へ、
３年生は長岡を訪れ、被災後に復興を遂げた地域を見、災害の記憶と教訓を後世
に伝える学習館で、語り部の方からの実体験を聴くなど学習を深めた。　
　現地学習が大きな成果につながるように、事前には、NPO 法人ふるさと未来
創造堂による「避難所体験 (HUG 体験 )」を、事後には、東日本大震災直後に消
防隊として現地に入った方の講演を聴き、自然災害が決して他人事ではないとい
う気持ちをもち学習に臨むことができた。聞いたり読んだりする以上に、自ら訪
問し、実際に見ることにより、学びを深めることができた。

成果と今後の
課題

　ふるさと未来創造堂、中越防災安全推進機構、愛・南魚沼みらい塾、中越市民
防災安全士会、長岡市立宮内中学校、新発田地域消防本部など多くの防災関連団
体・組織の支援や指導を受けて、多様な角度・視点からの講義を受けることができ、
生徒の学びが一層深まった。
　今年度の学習成果が次年度以降につながるように、地域自主防災会や地域住民
と共に防災学習を継続できる体制づくりが課題である。

実践の様子

実践報告書

自主防災会と HUG 体験学習

三条「水防学習館」で学習 小千谷「そなえ館」で学習

長岡「きおくみらい」で学習 長岡市立宮内中学校の
防災施設見学
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